
増
本
一
伸
さ
ん
唐
津
鉄
工
所
ま
す
も
と
　
　
か
ず
の
ぶ

仕上げに光る微妙な感覚

　
唐
津
鉄
工
所
の
増
本
一
伸
さ
ん

は
、
研
削
盤
や
旋
盤
を
製

造
す
る
唐
津
工
場

佐
賀
県
唐
津

市

で
組
立
作
業
に
従
事
し
て
い

る
。
工
業
高
校
卒
業
後
、
家
業
の

ノ
リ
養
殖
業
に
満
足
で
き
ず
「
ど

う
し
て
も
モ
ノ
づ
く
り
が
や
り
た

い
」
と
、

歳
で
同
社
に
就
職
。

以
来

年
間
、
技
術
を
磨
い
た
。

「
実
は
入
社
す
る
ま
で
工
作
機
械

メ
ー
カ
ー
だ
と
知
ら
な
か
っ
た
」

と
笑
う
が
、
現
在
は
製
造
部
第
二

製
造
グ
ル
ー
プ
長
兼
組
立
課
長
を

務
め
る
。
２
０
０
９
年
に
高
度
熟

練
技
能
者
の
認
定
を
受
け
た
。

　
担
当
す
る
の
は
機
械
工
作
部
門

が
製
造
し
た
部
品
の
組
み
上
げ
と

調
整
。
自
動
車
向
け
歯
車
の
研
削

盤
と
い
っ
た
微
細
部
品
を
用
い
る

製
品
か
ら
、
船
の
推
進
軸
を
削
る

大
型
旋
盤
ま
で
幅
広
い
。
中
で
も

全
長

の
大
型
旋
盤
に
な
れ

ば
、
作
業
は
数
カ
月
か
か
る
長
丁

場
だ
。
同
社
製
品
は
品
質
で
評
価

さ
れ
て
お
り
、
多
く
の
部
品
は
内

製
化
し
た
高
精
度
の
も
の
。
た
だ

そ
れ
で
も
仕
上
げ
に
微
妙
な
職
人

の
感
覚
が
欠
か
せ
な
い
。

　
特
に
旋
盤
の
ベ
ッ
ド
部
分
の
表

面
仕
上
げ
は
手
間
が
か
か
る
。
台

の
動
き
を
滑
ら
か
に
す
る
た
め
、

キ
サ
ゲ
道
具
で
削
っ
て
高
さ
を
調

整
し
、
潤
滑
油
が
た
ま
る
く
ぼ
み

を
つ
く
る
。
一
度
に
削
れ
る
の
は

マ
イ
ク
ロ
メ
ー
ト
ル
単
位
。
細
か

な
作
業
を
繰
り
返
し
、
全
面
に
キ

サ
ゲ

精
密
仕
上
げ

を
施
し
た

表
面
は
コ
イ
の
う
ろ
こ
の
よ
う
に

光
る
。
実
現
す
る
の
は
新
人
時
代

に
「
競
う
よ
う
に
磨
い
た
技
能
」

の
積
み
重
ね
だ
。

　
同
社
は
戦
時
中
に
戦
艦
「
大

和
」
「
武
蔵
」
の
主
砲
砲
身
を
仕

上
げ
る
ボ
ー
リ
ン
グ
装
置
を
製
造

し
た
。
技
術
者
は
高
い
技
能
を
伝

統
と
と
も
に
受
け
継
い
で
き
た
。

約

人
の
部
下
に
は
「
新
人
に
負

け
ん
気
を
起
こ
さ
せ
る
。
時
代
は

変
わ
ら
な
い
」
と
、
後
進
を
育
成

す
る
。

　
一
方
で
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
制
御

の
増
加
が
技
能
低
下
を
招
き
、
会

社
の
技
術
も
落
ち
る
こ
と
を
危
惧

す
る
。
「
工
作
機
械
が
な
け
れ
ば

工
業
製
品
は
つ
く
れ
な
い
。
我
々

が
い
て
世
界
の
発
展
は
あ
る
。
だ

か
ら
こ
そ
技
術
を
残
す
必
要
が
あ

る
」
と
、
技
と
製
品
に
誇
り
を
抱

き
、
今
日
も
キ
サ
ゲ
を
握
る
。

　
▽
事
業
内
容

旋
盤
、
研
削
盤

の
製
造
▽
所
在
地

東
京
都
港
区

▽
社
長

竹
尾
啓
助
氏
▽
電
話

０
３
・
３
４
５
１
・
６
８
６
１
▽

資
本
金

１
億
円
▽
従
業
員

１

４
３
人
▽
創
業

１
９
０
９
年
４

月

生
藤
博
史
さ
ん
野
村
製
作
所
い
く
と
う
　
　
ひ
ろ
し

正確さとスピードを重視

　
野
村
製
作
所
は
中
・
大
型
の
横

中
ぐ
り
フ
ラ
イ
ス
盤
や
専
用
機
な

ど
を
手
が
け
る
工
作
機
械
メ
ー
カ

ー
。
同
社
の
工
作
機
械
は
高
精
度

な
穴
加
工
や
面
削
り
に
定
評
が
あ

る
。
製
造
部
組
立
グ
ル
ー
プ
主
任

の
生
藤
博
史
さ
ん

は

年

間
、
機
械
の
組
み
立
て
に
従
事
し

て
き
た
。

　
入
社
時
に
先
輩
か
ら
「
お
前
は

不
器
用
」
と
言
わ
れ
、
最
初
の
１

年
は
は
つ
り
作
業

ハ
ン
マ
ー
と

た
が
ね
で
金
属
を
削
る

や
ヤ
ス

リ
が
け
な
ど
の
基
礎
的
な
仕
事
し

か
や
ら
せ
て
も
ら
え
な
か
っ
た
。

た
だ
、
生
藤
さ
ん
は
こ
の
地
道
な

経
験
が
「
今
の
礎
に
な
っ
た
」
と

振
り
返
る
。

　
仕
事
で
重
視
す
る
の
は
「
正
確

さ
」
と
「
ス
ピ
ー
ド
」
だ
。
「
納

期
は
絶
対
に
守
る
」
と
実
践
し
て

き
た
。
２
０
０
２
年
に
品
質
保
証

・
管
理
の
国
際
規
格
「
Ｉ
Ｓ
Ｏ
９

０
０
１
」
取
得
後
は
、
Ｉ
Ｓ
Ｏ
に

基
づ
く
手
順
書
で
工
作
機
械
を
効

率
よ
く
組
み
立
て
る
こ
と
を
重

視
。
組
立
時
間
は
現
在
、
標
準
機

で
１
０
０
０
時
間
だ
が
、
よ
り
短

く
す
る
こ
と
を
目
指
す
。
機
械
の

精
度
を
出
す
工
夫
も
怠
ら
な
い
。

「
例
え
ば
、
送
り
距
離
３
０
０

で

以
内
の
精
度
が
必
要

と
す
る
と
、
そ
の
半
分
の

以
内
を
狙
う
」
と
生
藤
さ
ん
は
語

る
。

　
工
作
機
械
で

年
は
精
度
の
維

持
や
故
障
を
極
力
し
な
い
よ
う
、

組
み
立
て
に
注
意
を
払
う
。
地
味

だ
が
重
要
と
な
る
、
キ
サ
ゲ
加
工

な
ど
の
手
仕
上
げ
は
可
能
な
限
り

行
う
。
道
具
も
自
身
の
体
に
合
う

仕
様
に
し
、
必
要
な
治
具
も
自
前

で
作
る
。

　
同
社
の
森
恭
男
社
長
は
生
藤
さ

ん
の
こ
と
を
「
工
作
機
械
全
般
の

深
い
知
識
を
持
ち
、
ユ
ー
ザ
ー
の

信
頼
も
厚
い
」
と
評
価
す
る
。
海

外
を
含
め
顧
客
の
現
場
に
出
向
く

ア
フ
タ
ー
サ
ー
ビ
ス
も
定
期
的
に

行
う
。
手
が
け
た
、
新
幹
線
の
レ

ー
ル
下
に
敷
く
金
属
板
の
専
用
加

工
機
で
「
１
カ
月
か
け
調
整
し
た

こ
と
も
あ
っ
た
」

生
藤
さ
ん
。

　
同
社
の
現
場
に
は
若
い
人
材
も

増
え
て
き
た
。
生
藤
さ
ん
は
「
技

能
伝
承
は
最
後
の
役
目
」
と
強
く

認
識
。
不
器
用
と
自
覚
し
た
か
ら

こ
そ
、
お
ご
ら
ず
努
力
し
て
き
た

経
験
も
踏
ま
え
、
若
手
に
対
し
て

「
手
を
抜
か
な
い
仕
事
を
す
る
」

重
要
さ
を
訴
え
る
。

　
▽
事
業
内
容

中
大
型
横
中
ぐ

り
盤
、
専
用
機
な
ど
の
製
造
・
販

売
▽
所
在
地

大
阪
府
岸
和
田
市

▽
社
長

森
恭
男
氏
▽
電
話

０

７
２
・
４
３
８
・
８
２
８
５
▽
資

本
金

４
４
０
０
万
円
▽
従
業
員

人
▽
設
立

２
０
０
１
年
１

月

経験とカンで歪みと戦う

益
子
定
男
さ
ん
シ
ラ
ヤ
マ
ま
し
こ
さ
だ
お

　
昨
年
５
月
に
開
業
し
た
日
本
を

代
表
す
る
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
で
あ
る

東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
。
土
木
、
建

築
な
ど
を
は
じ
め
、
国
内
製
造
業

の
技
術
の
粋
を

集
め
て
建
設
さ

れ
た
。
そ
の
ス

カ
イ
ツ
リ
ー
の

売
り
物
で
あ
る

「
天
望
デ
ッ

キ
」
「
天
望
回

廊
」
の
建
設
に

欠
か
せ
な
い

カ
ー
テ
ン
ウ

オ
ー
ル

を
製

作
し
た
の
が
国

内
屈
指
の
溶
接

技
術
を
誇
る
シ

ラ
ヤ
マ
だ
。
同

社
の
実
績
に
は
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
タ

ワ
ー
、
Ｊ
Ｒ
品
川
駅
な
ど
そ
う
そ

う
た
る
建
築
物
が
名
を
連
ね
る
。

　

年
間
の
キ
ャ
リ
ア
を
持
つ
同

社
技
師
長
の
益
子
定
男
さ
ん

は
「
大
変
な
仕
事
が
始
ま

っ
た
と
思
っ
た
が
、
終
わ
っ
て
み

れ
ば
あ
っ
と
い
う
間
だ
っ
た
」
と

振
り
返
る
。
同
社
で
は
高
さ
６
３

４

と
い
う
未
知
の
世
界
に
挑

む
た
め
、
設
計
会
社
と
タ
ッ
グ
を

組
み
、
さ
ま
ざ
ま
な
実
験
・
試
験

を
繰
り
返
し
て
最
適
な
部
材
を
開

発
し
た
。
全
社
一
丸
で
製
作
し
た

部
材
は
第
一
展
望
台
用
が
４
８
０

本

約
３
９
０

、
第
２
展
望

台
用
が

本

約

に
の
ぼ

る
。

　
使
用
す
る
材
料
は
長
さ

で

２

の
精
度
が
求
め
ら
れ

た
。
溶
接
前
に
調
達
部
材
の
曲
が

り
を
直
し
、
溶
接
後
の
歪
み
を
ま

た
直
し
て
と
「
作
業
は
歪
み
と
の

戦
い
」

益
子
さ
ん

。

　
同
社
千
葉
工
場
で
益
子
さ
ん
が

実
際
に
歪
み
を
取
る
作
業
を
披
露

し
て
く
れ
た
。
一
般
人
の
目
に
も

分
か
る
曲
が
り
を
、
バ
ー
ナ
ー
を

使
っ
て
あ
れ
よ
あ
れ
よ
と
い
う
間

に
修
正
す
る
。

　
バ
ー
ナ
ー
を
当
て
る
場
所
、
ガ

ス
と
酸
素
の
割
合
な
ど
、
自
ら
も

高
度
な
技
能
を
持
つ
白
山
良
一
社

長
は
「
職
人
の
経
験
と
カ
ン
。
機

械
で
は
置
き
換
え
ら
れ
な
い
」
と

断
言
す
る
。
若
手
の
育
成
に
つ
い

て
益
子
さ
ん
は
「
教
え
る
だ
け
で

は
な
く
、
自
分
も
新
し
い
こ
と
に

取
り
組
ま
な
け
れ
ば
若
手
が
つ
い

て
こ
な
い
」
と
意
気
盛
ん
だ
。

　
実
は
益
子
さ
ん
は
ま
だ
ス
カ
イ

ツ
リ
ー
に
昇
っ
て
い
な
い
。
同
じ

く
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
未
経
験
の
本
間

茂
平
取
締
役
千
葉
工
場
長
ら
と
５

月
に
展
望
台
に
昇
る
予
定
だ
。
社

員
み
ん
な
が
チ
ー
ム
で
取
り
組
ん

だ
製
品
を
間
近
に
見
る
日
を
「
楽

し
み
に
し
て
い
る
」
と
笑
顔
を
み

せ
る
。

　
▽
事
業
内
容

カ
ー
テ
ン
ウ
オ

ー
ル
、
各
種
鉄
鋼
製
品
、
産
業
機

械
等
製
造
▽
所
在
地

東
京
都
江

戸
川
区
▽
社
長

白
山
良
一
氏
▽

電
話

０
３
・
３
６
８
２
・
８
３

５
５
▽
資
本
金

３
６
０
０
万
円

▽
従
業
員

人
▽
設
立

１
９

４
９
年
２
月
　

熟練の技磨かれた☆　☆　☆☆　☆　☆
（ ） 　　 （第２部） ２０１３年 平成２５年 ３月１５日 金曜日 　　


